
令
和
６
年
度
　大
会
結
果
・
活
動
報
告

野
球
部

第
71
回
春
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
山
形
県
大

会
　
村
山
地
区
予
選
（
１
次
予
選
）　
対
　
明
正

高
校
　
４
対
14
　
敗
退

第
71
回
春
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
山
形
県
大

会
　
村
山
地
区
予
選
（
２
次
予
選
）
対
　
鶴
岡
工

業
高
校
　
1
対
15
　
敗
退

第
１
0
6
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
記
念
山
形
大

会
　
１
回
戦
　
対
　
致
道
館
高
校
　
１
対
11
　
敗

退 剣
道
部

令
和
6
年
度
村
山
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

剣
道
競
技
　
女
子
個
人
２
位
　
佐
藤
ミ
リ
ア（
２
年
）

令
和
6
年
度
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
剣

道
競
技
　
女
子
個
人
３
位
　
佐
藤
ミ
リ
ア

令
和
6
年
度
東
北
高
等
学
校
女
子
剣
道
選
手
権
大
会
　

女
子
個
人
　
３
回
戦
敗
退
　
佐
藤
ミ
リ
ア

令
和
6
年
度
東
北
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
）
県
選
抜
出
場
　
佐

藤
ミ
リ
ア

総
合
運
動
部
　
卓
球
班

令
和
6
年
度
村
山
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　

卓
球
競
技
（
シ
ン
グ
ル
ス
）
男
子
８
名
　
女
子
２

名
出
場

（
ダ
ブ
ル
ス
）
男
子
４
ペ
ア
　
出
場

（
学
校
対
抗
）
男
子
　
対
　
山
形
中
央
高
校
　
１
対
３

第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
兼
第
51
回
東
北
総
合

ス
ポ
ー
ツ
大
会
山
形
県
予
選
会
卓
球
競
技
西
村
山

地
区
予
選
会
（
シ
ン
グ
ル
ス
）
男
子
５
名
出
場
→

高
城
駿
平
　
県
予
選
進
出

第
78
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
兼
第
51
回
東
北
総
合

ス
ポ
ー
ツ
大
会
山
形
県
予
選
会
卓
球
競
技
（
シ
ン

グ
ル
ス
）
１
回
戦
　
高
城
駿
平

総
合
運
動
部
　
テ
ニ
ス
班

河
北
町
民
テ
ニ
ス
大
会
予
選
リ
ー
グ
　
0
勝
４
敗
　

敗
退

水
　
泳

第
74
回
村
山
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　
水
泳

競
技
　
男
子
２
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー
　
工
藤
　
絆

第
５
位
　2

:2
6
.8

9

　 

男
子
１
0
0
m
平
泳
ぎ
　
　
　
　
　
　
工
藤
　
絆

第
6
位
　1

:1
7
.1

8

　

第
75
回
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　

水
泳
競
技

男
子
２
0
0
m
バ
タ
フ
ラ
イ
　
　
工
藤
　
絆
　

第
５
位
　2

:2
9
.5

6

男
子
１
0
0
m
バ
タ
フ
ラ
イ
　
　
工
藤
　
絆

第
９
位
　1

:0
3
.9

2

第
79
回
東
北
水
泳
大
会

男
子
２
0
0
m
バ
タ
フ
ラ
イ
　
　
工
藤
　
絆
出
場

カ
ヌ
ー
部

令
和
6
年
村
山
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

カ
ヌ
ー
競
技
出
場
　
１
年
　
佐
藤
　
新

令
和
6
年
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
　

カ
ヌ
ー
競
技
出
場
　
１
年
　
佐
藤
　
新

Ｊ
Ｒ
Ｃ
部

山
形
県
朝
日
少
年
自
然
の
家
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

５
月
１
回
７
月
１
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施

５
月
11
日
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
意
見
交
換
会
参
加

6
月
２
日
「
あ
じ
さ
い
手
作
り
工
芸
祭
り
」
協
力

6
月
20
日
大
寿
荘
　
プ
ラ
ン
タ
ー
花
設
置

6
月
23
日
「
最
上
川
舟
唄
の
つ
ど
い
」
協
力

6
月
24
日
　
学
童
Ｏ

-

ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
ク
ラ
ブ

プ
ラ
ン
タ
ー
花
設
置

８
月
９ 

日
「
青
竹
ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
」
協
力

放
送
部

令
和
6
年
度
　
第
54
回
山
形
県
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス

ト
兼
第
71
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

山
形
県
予
選
会

テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
　

第
１
位
「「
外
来
生
物
」
を
し
っ
て
い
ま
す
か
」

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
　
第
２
位

「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ａ
」

校
内
放
送
研
究
発
表
部
門
　
第
１
位

「
見
切
り
発
車
？
お
昼
の
放
送
ラ
ジ
オ
」

（
以
上
３
作
品
は
「
第
71
回
N
H
K
全
国
高
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
）

令
和
6
年
度
第
48
回
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
　
岐
阜
大
会
　

オ
ー
デ
ィ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
　
特
別
賞

「
女
子
高
生
×
無
敵
の
左
沢
線
」

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
参
加

「
伝
統
の
継
承
を
囃
屋
台
に
載
せ
て
」

農
業
ク
ラ
ブ

令
和
6
年
度
山
形
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟

意
見
発
表
会
　
県
大
会

分
野
Ｉ
類
　
優
秀
賞
　
３
年
　
渡
辺
新
太

令
和
6
年
度
山
形
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
　
県
大
会

分
野
Ⅲ
類
　
出
場

３
年
　
後
藤
友
里
　
鈴
木
柚
奈
　
滝
田
悠
柊

　
令
和
４
年
度
に
大
江
町
政
策
推
進

課
よ
り
、「
道
の
駅
お
お
え
」
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
の

提
案
が
あ
り
、
連
携
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。
令
和
５
年
７
月
よ
り
月
１

回
の
定
例
会
議
を
開
催
し
、
商
品
開

発
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
講
習
会
等
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
道
の
駅

で
販
売
す
る
予
定
の
パ
ン
や
ジ
ャ
ム

の
研
究
、
試
食
会
等
を
行
い
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
本
校
か
ら
は
、
農

業
愛
好
会
部
の
生
徒
２
名
が
試
食
会

に
参
加
。
７
名
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
し
、
販
売
す
る
パ
ン
の
製
品
化
に

大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ム

は
、
本
校
生
徒
が
考
案
し
た
レ
シ
ピ

を
提
供
し
、
大
江
町
内
の
事
業
所
に

製
造
し
て
い
た
だ
き
、
道
の
駅
で
販

売
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
他
、
生
徒

が
学
び
愛
情
を
込
め
て
栽
培
し
た
草

花
や
果
樹
な
ど
の
生
産
物
の
販
売
も

行
う
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
。

　
10
月
５
日
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

で
は
、
本
校

生
徒
と
大
江

中
学
校
生
徒

が

一

緒

に

な
っ
て
製
作

し
た
プ
ラ
ム

と
リ
ン
ゴ
の

ジ
ャ
ム
、
本

校
生
徒
が
製

作
し
た
フ
ラ

ワ
ー
ボ
ッ
ク

ス
ア
レ
ン
ジ
、

青あ

お

そ苧
カ
ヌ
レ

を
来
賓
及
び

来
場
の
お
客
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
同
窓

生
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
り
、

生
徒
た
ち
に
声
を
掛
け
応
援
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　
こ
の
機
会
を
良
い
転
換
期
と
し
て
捉
え
、

学
校
の
更
な
る
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

（
オ
ー
プ
ン
前
の
記
事
で
す
）

　
今
年
度
の
同
窓
会
総
会
は
、

多
く
の
会
員
の
出
席
を
頂
き
、

大
江
町
の
「
テ
ル
メ
柏
陵
」

で
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
に

は
、
髙
橋
校
長
先
生
を
は
じ

め
、
松
田
大
江
町
長
を
お
迎

え
し
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
、
今
年

度
も
活
動
方
針
に
基
づ
き
当

番
制
と
し
、満
年
齢
55
歳（
昭

63
卒
）
並
び
に
満
年
齢
65
歳

（
昭
53
卒
）
学
年
委
員
か
ら

実
行
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
会

員
の
出
席
を
促
し
て
く
だ

さ
っ
た
お
陰
で
、
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
併
せ
て
来
年
度
の
当

番
学
年
の
方
か
ら
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
行

委
員
の
皆
さ
ま
、
会
員
出
席

に
向
け
て
ご
協
力
を
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

人
数
が
多
く
広
い
世
代
の
集

ま
り
と
な
り
、
い
ろ
ん
な
話

が
聞
け
て
素
晴
ら
し
い
有
意

義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
近
年
の
少
子
高
齢
化
に
よ

り
入
学
者
数
は
毎
年
減
少
を

続
け
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

か
ら
の
１
ク
ラ
ス
40
名
募
集

に
対
し
て
34
名
の
入
学
と
な

り
ま
し
た
。
本
校
も
減
少
の

例
に
漏
れ
ず
全
校
生
徒
数
は
、

１
0
0
人
を
割
り
込
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、

地
元
大
江
町
を
中
心
に
朝
日

町
、
西
川
町
の
三
町
と
大
江

町
商
工
会
、
本
同
窓
会
等
で

構
成
す
る
「
左
沢
高
等
学
校

を
支
援
す
る
会
」
で
支
援
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。（
別

記
事
で
詳
細
紹
介
）
今
年
か

ら
、
地
元
の
山
形
県
議
会
議

員
３
名
が
顧
問
と
し
て
加
わ

り
、
さ
ら
に
充
実
し
た
組
織

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

入
学
者
数
確
保
の
た
め
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
の
実
情
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
会
員
の
皆
さ
ま
か

ら
も
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
地
域
に
根
差
し

た
取
り
組
み
と
し
て
、
10
月

５
日
「
道
の
駅
お
お
え
」
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
町
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
に
本
校
の
生
徒
が
参
加
い

た
し
ま
し
た
。
（
別
記
事
で

詳
細
紹
介
）
本
校
の
魅
力
化

を
推
進
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　
同
窓
生
み
ん
な
で
母
校
の

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
参

加
支
援
し
、
魅
力
あ
る
学
校

に
す
る
た
め
活
動
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

我
が
母
校
を
応
援
し
て
く
れ
る

二
つ
の
組
織

　
地
元
大
江
町
を
中
心
に
、

隣
接
す
る
３
つ
の
町
が
左
沢

高
等
学
校
を
応
援
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
見
え
な
い
と
こ

ろ
で
、
様
々
な
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
本
校
が
ど

の
よ
う
な
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
る
の
か
、
こ
こ
に
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　
同
窓
会
と
し
て
も
母
校
へ

の
こ
う
し
た
応
援
は
、
と
て

も
有
り
難
く
思
い
ま
す
。
会

員
の
皆
さ
ま
か
ら
も
ぜ
ひ

知
っ
て
い
た
だ
き
、
後
輩
た

ち
の
為
に
も
、
故
郷
の
活
力

維
持
増
進
の
た
め
に
も
、
同

窓
生
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
援
、

ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

左
沢
高
等
学
校
を

支
援
す
る
会

　
去
る
７
月
１
日
、
令
和
6

年
度
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、

母
校
を
魅
力
あ
る

母
校
を
魅
力
あ
る

　
学
校
に
す
る
た
め
に

　
学
校
に
す
る
た
め
に

左
沢
高
等
学
校
同
窓
会
　
会
長
　

左
沢
高
等
学
校
同
窓
会
　
会
長
　
鈴
木
　
芳
男

鈴
木
　
芳
男

「
地
域
共
創
」「
ビ
ジ
ネ
ス

「
地
域
共
創
」「
ビ
ジ
ネ
ス//

園
芸
」

園
芸
」

２
系
列
で
、生
徒
一
人
ひ
と
り
が

２
系
列
で
、生
徒
一
人
ひ
と
り
が

一
層
輝
く
左
沢
高
校
に

一
層
輝
く
左
沢
高
校
に

　
　
　
　
校
　
長
　

校
　
長
　

髙
橋
　
俊
彦

髙
橋
　
俊
彦

「
令
和
７
年
度
同
窓
会
総
会

「
令
和
７
年
度
同
窓
会
総
会

��

の
当
番
学
年
に
当
た
っ
て

の
当
番
学
年
に
当
た
っ
て

伊
藤
　
正
明

伊
藤
　
正
明
（
本
全
昭

（
本
全
昭
5454
卒
）
卒
）

　
み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

校
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
髙

橋
俊
彦
と
申
し
ま
す
。
ま
ず

は
、
山
形
県
内
で
７
月
25
日

か
ら
の
大
雨
に
よ
る
災
害
で

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と

と
も
に
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
校

は
、
7
月
に
被
害
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
８
月
26
日
、

夕
方
の
突
然
の
豪
雨
と
強
風

で
、
校
舎
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割

れ
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

日
頃
は
穏
や
か
な
西
村
山
地

域
で
す
が
、
自
然
の
脅
威
を

実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
改
め
ま
し
て
、
左
沢
高
等

学
校
同
窓
会
の
皆
様
に
は
本

校
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
、
ま
た
、
後

援
会
活
動
な
ど
、
物
心
両
面

に
わ
た
り
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
左
沢
高
校
は
創
立
76
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
１
年
間
の

勤
務
で
感
じ
た
本
校
の
強
み

は
、
同
窓
会
の
皆
様
に
加
え

て
、
地
域
の
大
人
の
方
々
か

ら
様
々
な
場
面
で
教
育
活
動

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
で
す
。
本
校
で
は
、

特
に
２
年
次
の
「
地
域
課
題

探
究
活
動
」
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
地
域
の
課
題
を
生
徒

が
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
し
、

地
域
の
方
々
と
協
働
し
実
践

も
伴
い
な
が
ら
課
題
解
決
を

図
る
取
組
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
地
域
の
方
々
か
ら
全
て

の
班
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
大

江
町
中
心
の
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
度
は

フ
ィ
ー
ル
ド
を
朝
日
町
・
西

川
町
・
寒
河
江
市
に
も
拡
げ
、

西
村
山
広
域
で
探
究
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和

6
年
度
は
、
34
名
の
新
入
生

を
迎
え
全
校
生
徒
97
名
、
教

職
員
38
名
の
体
制
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
部
活
動
で
は
、
放
送
部
が

県
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
の

２
部
門
で
第
１
位
と
な
り
、

令和７年度の総会は
５月２５日（日）
午後５時から
　テルメ柏陵健康温泉館
当番学年は
平成元年卒・昭 ５４ 年卒

同
窓
会
か
ら
は
、
同
支
援
す

る
会
会
長
で
あ
る
鈴
木
会
長
、

幹
事
の
佐
藤
事
務
局
長
、
佐

竹
事
務
局
次
長
の
３
名
が
出

席
し
ま
し
た
。
こ
の
組
織
は
、

左
沢
高
等
学
校
の
特
色
あ
る

教
育
活
動
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
大
江
町
、

朝
日
町
、
西
川
町
の
３
町
の

町
長
ほ
か
関
係
機
関
の
長
で

組
織
さ
れ
て
お
り
、
平
成
16

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
、

１ 

　
地
域
に
根
差
し
た
学
校

と
し
て
の
取
り
組
み
を
進

め
る
た
め
地
域
行
事
へ
の

生
徒
の
参
加
、
地
域
交
流

の
促
進
及
び
部
活
動
の
支

援
を
行
う
。

２ 

　
特
色
あ
る
教
育
や
活
発

な
地
域
課
題
研
究
等
の
現

状
を
よ
り
多
く
の
中
学
生

や
保
護
者
等
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
学
校
紹

介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
に

対
し
支
援
を
行
う
。

　
以
上
の
事
業
計
画
及
び
予

算
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
ほ
か
、
出
席
し
た
役
員

か
ら
は
、
新
入
生
確
保
対
策

や
今
後
の
左
沢
高
等
学
校
発

展
に
向
け
た
様
々
な
意
見
が

活
発
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

 

佐
竹
　
宗
弘

左
沢
高
等
学
校
魅
力
化

地
域
連
携
協
議
会

　
こ
の
協
議
会
は
、
山
形
県

立
高
校
再
編
整
備
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
左
沢
高
等
学
校

の
魅
力
化
や
活
性
化
を
図
り

入
学
生
徒
数
の
増
加
を
目
的

に
、
令
和
6
年
度
か
ら
３
年

間
で
検
討
を
行
う
と
の
期
限

付
き
で
、
設
置
さ
れ
た
も
の

で
す
。
協
議
会
を
構
成
す
る

メ
ン
バ
ー
は
、
有
識
者
（
東

北
芸
工
大
）、
大
江
町
関
係

者
（
商
工
会
、
区
長
）、
学

校
関
係
者
（
中
学
校
、
当
校

か
ら
は
、
校
長
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

同
窓
会
）、
大
江
町
役
場
関

係
者
の
10
名
の
委
員
と
12
名

の
実
務
者
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
協
議
会
は
、
今
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
３
年

間
か
け
て
少
子
高
齢
化
の
中

で
左
沢
高
等
学
校
の
魅
力
づ

く
り
や
活
性
化
を
図
る
た
め

に
は
、
ど
う
し
て
い
く
の
か

検
討
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
取
り
組
み
に
期
待
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
江
町
の

左
沢
高
等
学
校
支
援

　
左
沢
高
等
学
校
の
支
援
を

目
的
と
し
て
、
生
徒
の
資
格

等
取
得
の
支
援
と
Ｊ
Ｒ
左
沢

線
を
通
学
の
定
期
券
購
入
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
大
江
町
の
広
報
誌
「
広
報

お
お
え
」（
月
１
回
発
行
）

で
は
、「
教
え
て
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
」
と
い
う
コ
ラ
ム
欄
の
枠

を
設
け
て
い
た
だ
き
、
毎
月

の
よ
う
に
学
校
で
の
生
徒
活

動
の
様
子
を
分
か
り
易
く
町

民
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
6
年
８
月
２
～
３
日

岐
阜
県
多
治
見
市
で
開
催
さ

れ
た
第
48
回
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
（
主
催

：

文
化

庁
・
全
国
高
等
学
校
文
化
連

盟
ほ
か
）
の
放
送
部
門
で
、

本
校
放
送
部
の
オ
ー
デ
ィ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
作
品
『
女
子
高

生
×
無
敵
の
左
沢
線
』が「
特

別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

本
校
放
送
部
の
全
国
高
総
文

祭
で
の
入
賞
は
３
年
ぶ
り
２

回
目
と
な
り
ま
す
。

　
全
国
高
総
文
祭
の
放
送
部

門
で
は
「
自
分
た
ち
の
地
元

の
話
題
を
全
国
の
高
校
生
に

紹
介
す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ

に
基
づ
い
て
、
各
都
道
府
県

代
表
校
の
作
品
・
発
表
が
披

露
さ
れ
ま
す
。

　
同
作
品
は
９
月
の
「
大
江

の
秋
祭
り
」
に
合
わ
せ
て
運

行
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
左
沢
線
の
臨

時
列
車
内
で
放
送
部
の
生
徒

が
行
っ
た
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス

体
験
に
基
づ
く
個
性
的
な
番

組
と
な
っ
て
い
ま
す
。
粗
削

り
な
が
ら
勢
い
の
あ
る
進
行

が
、
聞
く
人
に
強
い
印
象
を

与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。そ
の
結
果
、オ
ー

デ
ィ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
全

48
作
品
中
、
上
位
４
作
品
を

除
い
た
44
作
品
の
う
ち
２
作

品
の
み
に
与
え
ら
れ
る
「
特

別
賞
」
と
な
り
ま
し
た
。
Ｊ

Ｒ
東
日
本
左
沢
線
統
括
セ
ン

タ
ー
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

作
品
制
作
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
全
て
の
方
々
に
改
め
て

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
放
送
部
で
は
、今
後
も「
地

域
の
話
題
」
を
広
く
知
ら
し

め
る
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
同
窓
生
の

皆
さ
ん
も
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
応
援
・
ご
支
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
卒
業
し
て
早
45
年
が
経
ち
、

初
め
て
令
和
6
年
度
の
同
窓

会
総
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
同
学
年
の
方
だ
け

で
な
く
、
先
輩
・
後
輩
の
皆

さ
ん
と
お
会
い
で
き
て
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
学
年
ご
と
に
テ
ー
ブ
ル
を

囲
み
「
久
し
ぶ
り
、
変
わ
り

な
い
か
」
な
ど
と
言
葉
を
交

わ
し
ま
し
た
が
、
名
前
が
出

て
こ
な
い
…
。「
あ
れ
　
誰

だ
っ
け
な
あ
」
と
考
え
て
も

思
い
出
せ
な
い
、
そ
ん
な
中

で
も
、
高
校
時
代
の
懐
か
し

い
話
に
花
が
咲
き
、
気
持
ち

は
あ
の
頃
に
戻
り
ま
し
た
。

　
来
年
総
会
の
当
番
学
年
に

当
た
り
、
是
非
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

還
暦
も
と
う
に
越
え
、
そ
ろ

そ
ろ
年
金
生
活
の
こ
と
を
考

え
、
ど
こ
そ
こ
の
医
者
に
通

い
、
飲
ん
で
い
る
薬
の
話
題

で
競
い
合
う
、
そ
ん
な
ひ
と

時
を
大
勢
の
同
窓
生
の
皆
さ

ん
と
懇
談
で
き
れ
ば
と
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
左
高
万
歳
。

　
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

34
期
連
続
で
全
国
大
会
に
出

場
、
剣
道
部
が
県
高
校
総
体

で
女
子
個
人
第
３
位
と
な
り

東
北
大
会
に
出
場
す
る
な
ど

活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
校
は
、
令
和
6
年
度
か

ら
入
学
定
員
が
40
名
と
な
り
、

令
和
７
年
度
以
降
の
教
育
課

程
を
検
討
中
で
す
。
総
合
学

科
の
高
校
と
し
て
、
生
徒
が

個
別
の
時
間
割
で
学
ぶ
こ
と

や
少
人
数
授
業
と
い
う
特
色

を
活
か
し
な
が
ら
、
従
来
の

３
系
列
か
ら
「
地
域
共
創
」

「
ビ
ジ
ネ
ス/

園
芸
」
２
系

列
に
再
編
の
予
定
で
す
。
教

育
目
標
で
あ
る
「
地
域
社
会

を
担
う
有
為
な
人
材
の
育

成
」
を
目
指
し
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
丁
寧
に
接
し
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
一
層
輝
く

よ
う
、
生
徒
・
教
職
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
お
力

添
え
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
左
沢
高
等
学
校
同
窓
会

の
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

〈 1 〉２０２4年（令和６年）１０月２5日　第35号 左 沢 高 同 窓 会 報

第 3５ 号
発行／山形県立左沢高等
　　　学校同窓会

〒990-1121
山形県西村山郡大江町
大字藤田字山中816の3
電　話　0237－62－2169
ＦＡＸ　0237－62－4959

印刷／寒河江印刷㈱
〒991-0061
寒河江市中央工業団地58
電　話　0237－86－3361

素敵素敵ななコラボレーションコラボレーション

全国高等学校総合文化祭全国高等学校総合文化祭
「特別賞「特別賞」」受賞受賞

放送部放送部

オーディオメッセージ部門オーディオメッセージ部門

左沢高等学左沢高等学校校とと
　「道の駅おおえ　「道の駅おおえ」」のの

http://www.
aterazawa-h.ed.jp/
htdocs/

� 左沢高等学校
ホームページのアドレス



ご
冥
福
を

お
祈
り

い
た
し
ま
す

令
和
４
年

　
12
月
　
矢
作
　
正
雄
　
　

 

（
旧
職
員
）

令
和
５
年

　
9
月
　
林
　
　
正
紀

 

（
本
全
昭
56
卒
）

　
11
月
　
松
田
　
晋
作

   

（
本
全
昭
41
卒
）

　
12
月
　
渡
邉
　
順
一
郎

 

（
本
全
昭
48
卒
）

　
12
月
　
鈴
木
　
康
宏

 

（
分
全
昭
47
卒
）

　
12
月
　
竹
内
　
　
要

 

（
本
定
昭
31
卒
）

　
12
月
　
鈴
木
　
政
雄

 

（
本
全
昭
48
卒
）

令
和
６
年

　
2
月
　
熊
谷
　
信
弘

 

（
分
全
昭
39
卒
）

　
3
月
　
吉
野
孝
一
郎

 

（
本
定
昭
33
卒
）

　
3
月
　
海
野
　
義
弘

 

（
分
定
昭
42
卒
）

　
3
月
　
髙
橋
　
五
郎

 

（
本
定
昭
32
卒
）

　
4
月
　
伊
藤
　
良
一

 

（
旧
職
員
）

　
5
月
　
金
山
　
耕
三

 

（
旧
職
員
）

　
6
月
　
佐
々
木
　
亮

 

（
旧
職
員
）

　
6
月
　
安
食
　
和
彦

 

（
旧
職
員
）

　
8
月
　
白
川
　
広
之
　
　

 

（
分
全
昭
55
卒
）

「
新
生
活
を
通
し
て
」

鎌
上
　
恵
伍
　

（
令
６
卒
）

　
私
は
、
高
校
卒
業
後
、
専

門
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

学
生
と
な
り
、
夢
の
実
現
に

向
け
て
毎
日
充
実
し
た
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
専
門
学
校
で
の
授
業
や

実
習
は
、
今
ま
で
自
分
が
勉

強
し
て
き
た
分
野
で
は
な

い
の
で
、
難
し
く
と
て
も
大

変
で
す
。
一
週
間
に
数
回
の

テ
ス
ト
が
あ
る
の
で
、
毎
時

間
の
授
業
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

介
護
を
学
ぶ

学
生
と
し
て畑

　
望
美
　

（
令
６
卒
）

　
左
沢
高
校
を
卒
業
し
て

か
ら
約
半
年
が
経
過
し
、

日
々
専
門
学
生
と
し
て
勉

強
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
私
の
学
科
で
は
、
一
コ
マ

の
授
業
時
間
が
90
分
と
長

く
て
、
高
校
の
時
と
比
べ
る

と
、
と
て
も
大
変
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
は
学

校
下
校
後
や
休
日
は
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
て
い
て
、
勉
強

と
の
両
立
が
難
し
い
と
感

じ
な
が
ら
も
、
と
て
も
充
実

　
授
業
や
実
習
で
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
時
は
、
新
し

く
で
き
た
友
達
や
先
生
方
か

ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
頂
い
て
い

ま
す
。
よ
り
多
く
の
専
門
的

な
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め

日
々
学
習
に
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
休
日
は
、
高
校
の
友
達
と

今
で
も
よ
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

新
し
い
職
場
の
こ
と
や
、
学

校
の
こ
と
な
ど
を
話
す
時
間

は
私
に
と
っ
て
と
て
も
楽
し

く
気
分
転
換
に
も
な
り
貴
重

な
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
学
生
生
活
は
、
毎
日
忙
し

く
大
変
で
す
が
、
新
し
い
発

見
や
新
し
い
知
識
を
た
く
さ

ん
得
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
こ
と

に
い
ろ
い
ろ
挑
戦
し
、
視
野

を
広
げ
、
仕
事
に
も
地
域
に

し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　
私
は
、
介
護
福
祉
士
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
、
介
護
の

知
識
や
技
術
を
習
得
し
た
り
、

適
切
な
声
掛
け
を
し
た
り
、

利
用
者
様
の
意
思
を
尊
重
し

た
り
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　
先
日
、
老
人
ホ
ー
ム
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
や
、
利

用
者
様
が
理
解
で
き
る
よ
う

な
声
掛
け
を
す
る
こ
と
が
非

常
に
難
し
か
っ
た
で
す
。

•
•
•
•
•

新
会
員
あ
い
さ
つ

新
会
員
あ
い
さ
つ

ようこそようこそ
　左沢高校へ　左沢高校へ

訃報
（敬称略）

◇
編
集
長

　
花
山
　
護
　

◇
編
集
委
員
　
　

　
宮
林
良
幸
　
若
月
加
代
子

　
佐
藤
憲
史
　
佐
竹
宗
弘

　
伊
藤
好
浩
　
松
田
栄
子

あ
の
頃
・
こ
の
頃

お

た

よ

り

【支出の部】	 （単位：円）

項　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減 備　　　考

事務通信費 20,000 20,000 0

会 議 費 20,000 16,800 3,200 総会等

会報発行費 250,000 870,000 △ 620,000 印刷費、 発送費等

名簿管理費 66,000 168,000 △ 102,000 管理会社委託

人 件 費 250,000 250,000 0

慶 弔 費 10,000 10,000 0 弔電等

助 成 費 150,000 150,000 0 生徒会、後援会、支援する会

交 際 費 25,000 25,000 0

諸 費 176,300 23,000 153,300 同窓会入会資料等

表 彰 費 40,000 20,000 20,000 永年勤続者へ

合 計 1,007,300 1,552,800 △ 545,500

【収入の部】	 （単位：円）

項　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減 備　　　考

入 会 金 160,000 260,000 △ 100,000 5,000 円× 32 名

会 費 32,000 52,000 △ 20,000 1,000 円× 32 名

維 持 費 700,000 900,000 △ 200,000

雑 収 入 79 68 11 利子等

繰 越 金 115,221 40,732 74,489

繰 入 金 0 300,000 △ 300,000 特別会計より

合 計 1,007,300 1,552,800 △ 545,500

【収入の部】	 （単位：円）

項　目 収入金額 備　　　　考

繰 越 金 894,410 令和 5年度より

利 子 6

合 計 894,416

令和6年度一般会計予算書

令和6年度特別会計予算書

◆令和５年度�事業経過報告書◆
令和５年　　　
４月８日　入学式　毛利会長出席
　　18日　三役会議　
　　27日　会計監査　左沢高校会議室にて

５月２日　創立記念式典　毛利会長出席
　　12日　常任会議
　　28日　総会　大江町健康温泉館テルメ柏陵
　　　　　来賓に高橋校長先生、
　　　　　松田大江町長出席
　　　　　永年勤続表彰	犬飼透先生出席
　　　　　同窓会会長	鈴木芳男氏就任

７月４日　左沢高校を支援する会　総会
　　31日　第一回編集会議	

９月８日　緊急三役会議　会報発行について
　　21日　第二回編集会議　

10月13日　最終校正
　　25日　	会報第34号納入（Ａ３、１枚でＤ

Ｍ折り依頼）
　　26日　	校内マラソン大会　トロフィー

授与
　　27日　	会報封入作業　剣道部員の皆さ

んのご協力
　　31日　会報発送

令和6年　　　
２月29日　	同窓会入会式　鈴木会長、三役

出席

３月１日　	卒業式　鈴木会長、佐竹副会長
出席

◆令和6年度活動方針◆
１．同窓会の親睦と交流を深め、日常の活動をと

おして母校の発展に寄与し、{左沢高校を支
援する会}に、積極的に参加し協力していく。

２．同窓会会報第35号を発行し、同窓会員の活動
並びに母校の現状を知らせる。

３．令和７年度の総会は当番制とし、満年齢55歳
（平元卒）、満年齢65歳（昭54卒）の学年委員
を実行委員とする。

　
５
月
26
日
（
日
）
テ

ル
メ
柏
陵
大
江
町
健
康

温
泉
館
を
会
場
に
、
令

和
6
年
度
左
沢
高
等
学

校
同
窓
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
鈴
木
同

窓
会
会
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
ご
来
賓
の
松
田

清
隆
大
江
町
長
、
髙
橋

俊
彦
校
長
先
生
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
事
に
入
り
、
令
和

５
年
度
事
業
経
過
報
告
、

会
計
（
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
維
持
費
会
計
）

決
算
報
告
、
並
び
に
令

和
6
年
度
活
動
方
針
、

事
業
計
画
案
、
予
算
案

が
審
議
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
来
年
度
以
降
の
同
窓

会
の
財
政
は
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
、
同
窓
生
の
皆
様
か

ら
の
維
持
費
の
収
入
額

に
よ
っ
て
は
会
報
発
行

が
で
き
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
会
報
は
、
母
校
の
状

況
・
生
徒
の
活
躍
・
部

活
等
を
紹
介
し
、
ふ
る

さ
と
と
母
校
と
同
窓
生

の
皆
さ
ん
を
つ
な
ぐ
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
会
報
発

行
が
継
続
で
き
ま
す
よ

う
一
人
で
も
多
く
の
会

員
の
皆
さ
ま
か
ら
維
持

費
に
対
す
る
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
尚
、
今
年
度
は
、
特

に
総
会
当
番
学
年
の
同

窓
生
皆
さ
ま
か
ら
多
大

な
る
ご
尽
力
を
頂
き
、

多
く
の
会
員
か
ら
参
加

を
得
て
懇
親
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
に

対
し
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
佐
竹
春
雄

副
会
長
、
大
井
恵
子
監

事
が
退
任
と
な
り
ま
し

た
。
お
二
人
に
は
、
同

窓
会
の
運
営
に
多
年
に

わ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ

き
、
厚
く
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

佐
藤
　
憲
史

「
も
う
少
し

�

頑
張
り
ま
す
」

　
佐
藤
　
正
彦
　

（
本
全
昭
48
卒
）

　
卒
業
し
て
52
年
、
高
校
時

代
は
、
部
活
だ
け
は
一
生
懸

命
だ
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

中
学
校
卒
業
後
の
春
休
み
か

ら
バ
ス
ケ
の
練
習
に
参
加
し

ま
し
た
。
入
学
式
以
降
、
練

習
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
り
、

１
年
生
の
教
室
は
２
階
で
し

た
の
で
、
階
段
を
普
通
に
昇

れ
ず
、
四
つ
ん
這
い
で
教
室

ま
で
行
っ
た
記
憶
は
今
で
も

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
そ

の
時
の
顧
問
は
鈴
木
朝
夫
先

生
で
、
と
て
も
厳
し
く
、
サ

ボ
る
と
す
ぐ
に
ば
れ
て
し
ま

う
状
況
で
し
た
。
お
か
げ
で

２
年
生
の
後
半
に
は
県
内
で

一
番
強
い
高
校
と
練
習
し
た

り
、
東
京
の
チ
ー
ム
が
来
て

練
習
試
合
を
す
る
よ
う
に
な

り
、
力
が
つ
い
て
県
内
で
は

常
に
ベ
ス
ト
16
位
に
い
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　
部
活
で
最
も
驚
い
た
こ
と

は
、
一
学
年
下
の
女
子
チ
ー

ム
が
東
北
大
会
に
出
場
し
た

こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
は

オ
ー
バ
ー
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
私
の
人
生
の
中
で
、
一
番

刺
激
を
受
け
た
出
来
事
で
し

た
（
複
雑
な
気
持
ち
）。

　
卒
業
後
は
、
東
京
消
防
庁

に
入
庁
。
消
防
官
と
し
て
の

仕
事
を
し
つ
つ
、
官
公
庁
関

係
の
バ
ス
ケ
の
大
会
に
参
加

し
、
関
東
大
会
に
出
場
し
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
千
葉
県

に
引
っ
越
し
た
の
を
機
に
地

元
小
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
と
し
て
、

32
年
間
子
供
た
ち
と
関
わ
り

指
導
を
し
て
き
ま
し
た
。
現

在
は
、
地
元
の
体
育
協
会
の

ミ
ニ
バ
ス
ケ
教
室
の
指
導
者

と
し
て
体
の
動
く
限
り
頑
張

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
当
時
の
先
生
方
、

先
輩
、
後
輩
の
皆
様
、
同
級

生
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
、

時
間
が
た
っ
ぷ
り
あ
り
ま
す

の
で
、
い
つ
で
も
山
形
に
帰

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
近
い

う
ち
に
、
懐
か
し
い
皆
さ
ま

と
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

（
佐
藤
氏
は
、
令
和
３
年
に

瑞
宝
単
光
章
の
叙
勲
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
）

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！ 

　
ジ
ェ
ー
ム
ズ 

ヘ
ン
リ
ー 

ロ
バ
ー
ト
ソ
ン 

四
世
で
す
。

ヘ
ン
リ
ー
と
呼
ん
で
く
だ
さ

い
。
ア
メ
リ
カ
の
バ
ー
ジ
ニ

ア
州
出
身
で
す
。
２
0
２
２

年
に
オ
レ
ゴ
ン
大
学
を
卒
業

し
、
専
攻
は
日
本
語
と
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
（
広
告
）
で
し
た
。

卒
業
後
、
東
京
に
6
ヶ
月
間

留
学
し
、
新
宿
で
日
本
語
を

学
び
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
へ

帰
っ
た
後
は
、
オ
レ
ゴ
ン
州

ベ
ン
ド
市
で
日
本
人
家
族
の

家
庭
教
師
を
し
て
い
ま
し
た
。

私
に
は
妹
と
母
と
父
が
い
ま

す
。
他
に
、
灰
色
の
猫
で
名

前
は
チ
ョ
ッ
パ
ー
、
白
と
灰

色
の
猫
で
名
前
は
ブ
ル
ー
ノ
、

そ
し
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
レ
ト
リ

バ
ー
で
名
前
は
テ
ィ
リ
ー
が

い
ま
す
。

趣
　
味

　
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
漫
画

を
読
ん
だ
り
、
新
し
い
レ
ス

ト
ラ
ン
で
食
事
を
す
る
こ
と

で
す
。
神
社
に
行
く
こ
と
も

好
き
で
す
。

　
役
員
改
正

会
　
長
　
　
鈴
木
芳
男

副
会
長
　
　
若
月
加
代
子（
新
）

　
〃
　
　
　
花
山
　
護
　（
新
）

事
務
局
長
　
佐
藤
憲
史

事
務
局
次
長
　
佐
竹
宗
弘

　
〃
　
　
　
伊
藤
好
浩

　
〃
　
　
　
菊
地
英
幸
　（
新
）

監
事
　
　
　
白
田
敬
一

　
〃
　
　
　
齊
藤
ひ
と
み（
新
）

【支出の部】	 （単位：円）

項　目 支出金額 備　　　　考

繰 出 金 0

合 計 0

　
今
年
は
、
地
球
温
暖
化
が

原
因
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
長
期
の
酷
暑
で
、
果
樹
な

ど
農
作
物
に
大
き
な
影
響
が

で
て
い
ま
す
。
ま
た
、
線
状

降
水
帯
と
い
う
断
続
的
な
雨

雲
の
塊
に
よ
る
記
録
的
大
雨

災
害
が
、
山
形
県
を
始
め
国

内
随
所
に
発
生
し
ま
し
た
。

様
々
な
災
害
に
遭
わ
れ
、
難

儀
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ま
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧
と

穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
日
が
戻

る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
さ
て
、
こ
の
度
の
紙
面
は

如
何
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
、
学
校
で
活
躍
す
る

後
輩
達
の
様
子
は
勿
論
、
学

校
と
地
域
と
の
繋
が
り
は
ど

う
な
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
、

紙
面
を
構
成
し
て
み
ま
し
た
。

ほ
ん
の
一
部
だ
と
は
思
い
ま

す
が
、
地
域
が
学
校
を
ど
う

応
援
し
て
く
れ
て
い
る
の
か
、

地
域
と
ど
う
繋
が
っ
て
い
る

の
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
紹
介

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
編
集
委
員
の
私
た
ち
も
知

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

同
窓
生
の
皆
さ
ん
か
ら
、
地

域
の
中
の
故
郷
の
中
の
我
が

母
校
を
、
改
め
て
考
え
る
機

会
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
卒
業
し
た
学

校
を
応
援
す
る
こ
と
は
、
地

域
を
、
故
郷
を
応
援
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
ん

な
思
い
を
共
有
し
て
頂
け
れ

ば
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

故
郷
へ
の
思
い
が
己
の
力
と

な
り
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の

益
々
の
ご
活
躍
ご
発
展
に
繋

が
り
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　
最
後
に
、
資
金
不
足
に
よ

り
、
会
報
の
発
行
部
数
に
制

限
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度

学
校
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ど
な
た
で

も
会
報
が
ご
覧
頂
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

「
令
和
６
年
年
度
総
会
」を
開
催

《
転
出
》
（  

）
内
は
勤
続
年
数

井
家
千
代
美
　
教
頭
（
２)

　
　
県
立
山
辺
高
校

村
山
智
佳
子
　
英
語
（
５)

　
　
県
立
山
形
北
高
校

大
泉
　
牧
子
　
理
科
（
11)

　
　
県
立
寒
河
江
高
校

安
藤
　
彩
子
　
国
語
（
９)

　
　
県
立
山
形
西
高
校

羽
島
　
基
裕
　
保
体
（
１)

　
　
県
立
上
山
明
新
館
高
校

佐
竹
　
亮
輔
　
社
会
（
１)

　
　
退
職

渡
邉
　
未
知
　
養
護
教
諭（
９
）

　
　
学
校
体
育
保
健
課

村
田
　
耶
々
　
農
業
（
１)

　
　
県
立
置
賜
農
業
高
校

久
連
山
利
彦
　
事
務
長
（
２)

　
　
園
芸
農
業
研
究
所

安
達
穂
乃
香
　
主
事
（
５)

　
　
県
立
図
書
館
　

佐
竹
繁
次
郎
　
技
能
員
（
6)

　
　
退
職
　

《
転
入
》

伊
藤
　
紅
　
　
教
頭
　
国
語

　
　
県
立
南
陽
高
校

髙
橋
　
愛
子
　
英
語

　
　
県
立
寒
河
江
高
校

中
里
　
岳
　
　
理
科

　
　
県
立
谷
地
高
校

加
藤
　
浩
　
　
社
会

　
　
県
立
寒
河
江
高
校

志
田
　
浩
雄
　
数
学
　

　
　
県
立
山
形
工
業
高
校

志
藤
　
丈
友
　
農
業

　
　
県
立
上
山
明
新
館
高
校

今
井
　
綺
音
　
養
護
助
教
諭

　
　
県
立
天
童
高
校

片
桐
　
由
美
　
事
務
長

　
　
村
山
総
合
支
庁

 

北
村
山
総
務
課

柴
田
　
達
也
　
主
任
主
事

　
　
村
山
総
合
支
庁

 

北
村
山
税
務
室

鬼
澤
　
宏
　
　
技
能
員

　
　
県
立
山
辺
高
校

人
事
異
動

◆
会
報
送
付
に
つ
い
て

　
　
平
成
24
年
度
か
ら
同

一
家
族
に
1
部
を
年

長
者
宛
て
に
送
付
し

て
い
ま
す
。
ご
理
解
願

い
ま
す
。

　
維
持
費
を
納
入
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
方

に
発
送
し
て
い
ま
す
。

◆
維
持
費
納
入
に
つ
い
て

　
　
同
一
家
族
の
維
持
費

納
入
時
の
振
込
用
紙

の
記
入
は
合
計
で
、
通

信
欄
に
は
各
々
の
氏

名（
卒
年
）
と
金
額
を

書
い
て
下
さ
い
。

◆
同
窓
会
会
報
は
左
沢
高

等
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。（
過
去
３

年
間
掲
載
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

左
沢
高
校
の
印
象

　
初
め
て
学
校
に
来
た
時
、

校
舎
が
き
れ
い
で
色
々
な
種

類
の
授
業
が
あ
っ
て
、
す
ご

い
！
と
感
動
し
ま
し
た
。
ま

た
、
先
生
方
や
ス
タ
ッ
フ
が

親
切
で
、
と
て
も
温
か
く
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。

生
徒
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
英
語
学
習
に
つ
い
て
は
、

他
の
言
語
を
学
ぶ
の
は
本
当

に
難
し
い
の
で
、
時
々
、
自

分
の
成
長
を
振
り
返
り
、
ほ

め
て
く
だ
さ
い
。私
は
、ス
ー

パ
ー
で
お
ば
さ
ん
と
の
日
本

語
の
や
り
と
り
で
返
事
が
で

き
る
と
、
私
は
天
才
だ
！
と

思
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
他
の
文
化
に
興
味

を
持
ち
、
そ
の
文
化
を
実
際

に
体
験
し
に
行
く
こ
と
で
す
。

 

日
本
で
体
験
し
た
い
こ
と

　
札
幌
雪
ま
つ
り
へ
行
っ
て
、

さ
ら
に
北
海
道
を
も
っ
と
見

て
み
た
い
で
す
。
ま
た
、
山

形
の
芋
煮
の
よ
う
な
地
域
の

食
べ
物
も
食
べ
た
い
で
す
。

　
10
月
か
ら
実
際
に
施
設
で

の
実
習
が
始
ま
り
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
体
験
を
通

し
て
分
か
っ
た
課
題
や
苦
手

な
こ
と
を
、
在
学
中
に
解
決

し
、
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
せ

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
資
格
を
取
る
こ

と
は
、
介
護
福
祉
士
の
ス

タ
ー
ト
地
点
に
立
つ
こ
と
な

の
で
、
就
職
し
て
か
ら
も
ま

す
ま
す
自
己
研
鑽
に
励
み
、

み
ん
な
か
ら
信
頼
さ
れ
る
介

護
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
、

日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 ロバートソン・ ロバートソン・
　　ヘンリー 　　ヘンリー さんさん

注：特別会計とは創立50周年等記念事業時の
賛助金の残金を原資として設けた会計です。

も
貢
献
で
き
る
人
に
な
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

〈 2 〉２０２4年（令和６年）１０月２5日　第35号 左 沢 高 同 窓 会 報

〈
編
集
後
記
〉


